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十
一
投
稿
規
程
の
請
求
・
投
稿
申
込
・
論
文
提
出
受
付
窓
口

直
接
の
場
合
慶
膳
義
塾
大
学
三
田
教
務
部
一
・
二
番
窓
口

郵
送
の
場
合
〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
教
務
部
法
学
部
係

な
お
、
郵
送
で
投
稿
規
程
を
請
求
す
る
場
合
は
、
封
書
で
表
面
左
下
に

「
論
究
投
稿
規
程
請
求
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
長
形
三
号
を
使
用
。

宛
先
記
入
の
上
、
切
手
七
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

十
一
一
問
合
せ
先
（
封
書
に
限
る
）

〒
一
○
八
東
京
都
港
区
三
田
二
’
一
五
’
四
五

慶
膳
義
塾
大
学
法
学
部
研
究
室
内

藤
原
淳
一
郎

表
面
左
下
に
「
論
究
問
合
せ
」
と
記
入
し
、
返
信
用
封
筒
（
宛
先
記
入

の
上
、
切
手
六
二
円
を
貼
付
）
を
同
封
す
る
こ
と
。

恒
例
に
よ
り
今
号
の
応
募
状
況
を
記
す
と
、
当
初
の
投
稿
希
望
が
二
○

件
、
論
文
提
出
が
九
件
、
う
ち
投
稿
規
程
違
反
に
よ
る
取
下
げ
が
一
件
で
、

審
査
対
象
に
し
た
八
件
の
う
ち
、
（
条
件
付
き
合
格
を
含
む
）
最
終
合
格

が
七
件
で
あ
っ
た
。

本
誌
は
創
刊
号
か
ら
巻
頭
に
教
授
論
文
を
掲
載
す
る
の
を
原
則
と
し
て

き
た
が
、
残
念
な
が
ら
本
号
は
教
授
論
文
を
掲
載
す
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
同
僚
を
弁
護
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
寄
稿
者
の
側
か
ら
は
、
本

誌
は
『
法
学
研
究
』
と
競
合
関
係
に
立
ち
、
付
帯
条
件
面
で
も
魅
力
に
欠

け
る
と
い
う
の
が
、
正
直
な
話
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
「
や
っ
て
見
せ
て
、

言
っ
て
聞
か
せ
て
さ
せ
て
み
て
、
ほ
め
て
や
ら
ね
ば
人
は
動
か
じ
」
と
の

著
名
な
軍
人
の
言
葉
で
は
な
い
が
、
本
誌
に
お
い
て
教
授
陣
が
、
前
途
有

望
で
優
秀
な
後
輩
諸
君
の
論
文
に
先
だ
っ
て
巻
頭
で
模
範
演
技
を
「
や
っ

て
見
せ
」
続
け
る
こ
と
が
、
本
塾
法
学
研
究
科
教
授
陣
の
学
問
研
究
水
準

の
「
存
在
証
明
」
に
な
り
得
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
幹
事
と
し
て
は
、

法
学
研
究
科
教
授
各
位
に
、
院
生
の
ご
指
導
と
と
も
に
、
本
誌
へ
の
論
文

寄
稿
の
面
で
も
、
よ
り
一
層
の
ご
協
力
を
乞
い
願
う
次
第
で
あ
る
。

（
藤
原
淳
一
郎
・
記
）

〔
編
集
後
記
〕
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